












は約80%､ 20代でも約70%の人が ｢読む｣ と答え
ている｡ 日本国民の半分以上は漫画に親しんでい
るといえるほど､ 漫画は浸透してきている｡ とこ
ろで､ この調査で興味深いのは､ 約60%の ｢漫画
を読む｣ と答えた人のうち､ ｢漫画を自分で購入
して読む｣ と答えた人は約30%にしか過ぎないこ




















































する実態調査を行った富田 (1982) や､ ファース
トフード店の立地展開を企業行動からみた石崎
(1990)､ 遊技場の立地展開から都市商業地を分析



























































である日本複合カフェ協会 (Japan Complex Cafe
Association､ 以下JCCAと略) で定義する ｢複合
カフェ｣ を指すものとする｡ JCCAによる複合カ
フェの定義とは､ ｢時間制課金システムを基本と











































































































































































































































埼玉県 (111店舗)､ 千葉県 (107店舗)､ 兵庫県
(102店舗) である｡ また､ 店舗数が少ない県とし
ては､ 島根県 (６店舗)､ 秋田県 (８店舗)､ 鳥取

















本複合カフェ協会 (2005) によれば､ ｢マンガ｣､
｢インターネット｣､ ｢ドリンク｣ の提供率が90%







都道府県 店舗数 都道府県 店舗数 都道府県 店舗数
北海道 98 石川 27 岡山 20
青森 17 福井 20 広島 34
岩手 16 山梨 11 山口 21
宮城 31 長野 28 徳島 24
秋田 8 岐阜 60 香川 28
山形 15 静岡 73 愛媛 19
福島 22 愛知 362 高知 8
茨城 48 三重 52 福岡 81
栃木 32 滋賀 18 佐賀 14
群馬 27 京都 59 長崎 25
埼玉 111 大阪 251 熊本 20
千葉 107 兵庫 102 大分 17
東京 443 奈良 20 宮崎 19
神奈川 154 和歌山 15 鹿児島 28
新潟 31 鳥取 8 沖縄 76
富山 29 島根 6 合計 2737
日本複合カフェ協会 (2005) より作成
て､ ｢シャワー｣ の有無､ ダーツ､ ビリヤード､









が64%､ ｢幹線道路｣ が28%､ ｢その他｣ が８%と
なっている (表５)｡ また､ 都道府県別で ｢駅前｣
に立地している店舗が50％を超えているのは､ 大
阪府 (94%)､ 千葉県 (81％)､ 神奈川県 (78%)､
兵庫県 (75%)､ 埼玉県 (69%)､ 東京都 (68％)､



















ドリンク DVD シャワー 娯楽施設
１時間料金
の平均
全国 98.7％ 99.6％ 98.3％ 83.1％ 475.0円
東京都 100.0％ 100.0％ 100.0％ 96.3％ 38.5％ 14.2％ 436.6円
台東区 100.0％ 100.0％ 100.0％ 94.4％ 38.9％ 0.0％ 419.4円
全国は日本複合カフェ協会 (2005)､ 東京都と台東区は著者調査より作成
図２ 全国都道府県別マンガ喫茶店舗数と人口












北海道 46％ 35％ 19％ 26 滋賀 0％ 100％ 0％ 3
青森 0％ 100％ 0％ 1 京都 60％ 40％ 0％ 10
岩手 100％ 0％ 0％ 1 大阪 94％ 6％ 0％ 31
宮城 40％ 60％ 0％ 5 兵庫 75％ 25％ 0％ 16
秋田 0％ 100％ 0％ 1 奈良 0％ 100％ 0％ 1
山形 33％ 67％ 0％ 6 和歌山 － － － 0
福島 75％ 0％ 25％ 4 鳥取 0％ 100％ 0％ 1
茨城 0％ 50％ 50％ 2 島根 50％ 0％ 50％ 2
栃木 25％ 50％ 25％ 8 岡山 20％ 60％ 20％ 5
群馬 30％ 40％ 30％ 10 広島 50％ 40％ 10％ 10
埼玉 69％ 21％ 10％ 42 山口 50％ 50％ 0％ 4
千葉 81％ 13％ 6％ 31 徳島 33％ 0％ 67％ 3
東京 68％ 28％ 8％ 218 香川 57％ 43％ 0％ 7
神奈川 78％ 20％ 2％ 45 愛媛 0％ 100％ 0％ 1
新潟 0％ 86％ 14％ 7 高知 100％ 0％ 0％ 1
富山 14％ 71％ 14％ 7 福岡 57％ 36％ 7％ 14
石川 50％ 50％ 0％ 2 佐賀 0％ 100％ 0％ 1
福井 25％ 50％ 25％ 4 長崎 0％ 0％ 100％ 1
山梨 0％ 100％ 0％ 3 熊本 67％ 33％ 0％ 6
長野 17％ 58％ 25％ 12 大分 50％ 25％ 25％ 4
岐阜 0％ 100％ 0％ 2 宮崎 50％ 50％ 0％ 4
静岡 26％ 70％ 4％ 23 鹿児島 40％ 20％ 40％ 5
愛知 60％ 33％ 7％ 15 沖縄 0％ 40％ 60％ 5
三重 0％ 88％ 13％ 8 全国計 64％ 28％ 8％ 538
注１､ 全国計には､ 立地都道府県が不明な９店舗を含む
東京都は著者調査､ ほか都道府県は日本複合カフェ協会 (2005) より作成
駅周辺である｡ 駅の中でも､ より多くのマンガ喫















町村は､ 豊島区 (18店舗)､ 新宿区 (17店舗)､ 渋
谷区 (14店舗)､ 江戸川区 (12店舗)､ 千代田区
(11店舗)､ 八王子市 (10店舗)､ 町田市 (10店舗)､
港区 (９店舗)､ 品川区 (９店舗)､ 台東区 (８店
舗) である｡ その10区市町村のうち､ 昼間人口が
夜間人口を上回っているのは､ 豊島区､ 新宿区､
渋谷区､ 千代田区､ 港区､ 品川区､ 台東区の７区
市町村である｡ 反対に､ 夜間人口が昼間人口を上
















どのスケールで見ても､ 相対的に ｢駅前｣ に多く





豊 島 区 18 233,141 378,475
新 宿 区 17 303,808 770,094
渋 谷 区 14 199,280 542,803
江 戸 川 区 12 653,805 534,942
千 代 田 区 11 41,683 853,382
八 王 子 市 10 556,808 549,417
町 田 市 10 404,449 364,091
港 区 9 185,732 908,940
品 川 区 9 344,888 505,034
台 東 区 8 163,528 303,522
葛 飾 区 7 424,823 343,039
江 東 区 6 420,827 490,708
大 田 区 6 664,027 657,209
杉 並 区 6 522,582 439,379
足 立 区 6 622,500 539,309
武 蔵 野 市 6 137,513 154,448
世 田 谷 区 5 820,320 736,040
北 区 5 330,345 307,317
立 川 市 5 172,563 193,465
中 野 区 4 310,392 285,636
荒 川 区 4 191,163 184,021
板 橋 区 4 507,799 456,425
練 馬 区 4 643,687 530,628
目 黒 区 3 248,749 271,320
小 金 井 市 3 111,033 95,195
東 村 山 市 3 144,402 115,046
西 東 京 市 3 189,386 148,056
墨 田 区 2 231,092 262,514
三 鷹 市 2 166,767 148,458
青 梅 市 2 142,028 127,176
昭 島 市 2 110,054 100,508
調 布 市 2 215,809 186,275
日 野 市 2 176,527 154,114
国 分 寺 市 2 115,238 95,649
多 摩 市 2 145,877 137,622
中 央 区 1 98,220 647,733
府 中 市 1 245,292 236,133
東 大 和 市 1 79,228 64,274



















る｡ 上野・御徒町駅周辺､ 浅草駅周辺､ 浅草橋駅
周辺である｡ なかでも上野・御徒町駅周辺に11店





























































(表４)｡ それに加え､ ｢DVD｣ も96.3%という高
い割合を示している｡ 反対に ｢DVD｣ を提供し
ていない店舗は､ わずか８店舗である｡ この８店


































東京都､ 台東区とも ｢DVD｣ は80%以上の店舗で
提供されており､ ｢DVD｣ を含めた４つが現在の
マンガ喫茶の基本サービスだといえよう｡
話を戻し､ 台東区で ｢シャワー｣ のあるマンガ
喫茶の立地をみていく｡ シャワーのある店舗は､
７店舗 (38.9%) であった｡ この７店舗のうち６
店舗が ｢駅前｣ に立地している (図６)｡ ｢駅前｣
に立地しているマンガ喫茶は合計15店舗なので､
｢駅前｣ のマンガ喫茶の約半数がシャワーのある










































は ｢娯楽施設｣ を完備するなど､ サービスの複合
化が進んでいる｡ 一方､ 台東区では ｢シャワー｣
を完備するものの､ 娯楽施設はない場合が多い｡















する傾向がみられる｡ 台東区では ｢駅前｣ に立地








































得戦略―. 経済地理学年報. 52. pp158-173.
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